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はじめに

私の若い頃、デザインの勉強のためによく北欧の国々、フィンランドとかス

ウェーデン、デンマークなどへ行った。またフランスにもイタリアにもスイ

スにもよく出かけていった。そこで知ったことはそれぞれの国の日常文化、

日常生活の深さだった。それはその地に根ざしている固有の生活の在り方

だった。

　よく言われることだが、それぞれの地域の文化を称して、「この国は民度

が高い……」などという言いかたがある。それはそこに住む人々の生活、

特に日常の暮らし、それに伴う文化度が高いということを述べている。けっ

してあそぶ場が沢山あるとか飛び抜けたデザインが行われているなどとい

うことを指しているのではない。

　日常の美とは「作法の美」「人との融合の美」「しつらいの美」「身だしな

みの美」「そして質素な生活の美」などだろう。これは人が生きていくため

の基本ではないだろうか。そうした時間をつくりだすのがデザインに課せら

れた大きなテーマだろう。スペースデザイン、場と時間のデザインこそ、こ

れらの生活文化を集約したものである。

　人々の暮らしには、「日常的時間」「脱日常的時間」さらに「超日常的時

間」がある。そして、それぞれの時間にはそれぞれの生活があり、それにと

もなう空間＝場がある。

　日常の時間とは生きるための時間、人の基礎生活を行う時間である。そ

こには簡便で能率的で清潔で穏やかな時間が流れる。そして脱日常的空

間は、人間の精神の回復、心の解放の時間である。日常的時間は穏やか

であるがゆえに退屈さを伴う。そうした心を遊びなどの時間で補う。さらに

私たちの生活には超日常的時間というものがある。これは祈りの時間であ

る。人は見えない何かにむかって祈る。

　このように人々はさまざまな異なった時間を1日の間に、１年の間に過ご

している。これらの時間にはそれぞれの空間がある。スペースデザインと

は空間のデザインであると同時に時間のデザインでもある。ここに示され

たデザインはどのように時間＝空間をとらえたのかの記録である。

内田 繁
桑沢デザイン研究所 所長
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2010年2月26日から28日まで3日間に渡って行な

われた卒業制作展「桑沢2010」。

今年から昼間部3年生にゼミ制が導入され、ゼミ毎に

担当講師の掲げるテーマの下、研究された成果が展

示された。夜間部は、2年生後期の課題作品の中から

選抜された作品が展示された。その中で優秀であっ

た作品をここで紹介します。

卒業制作展「桑沢2010」から

特 集

掲載ページ

　　  昼間部 ……………………………………………10

　　  夜間部 ……………………………………………26
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担当講師

内田 繁
大松俊紀

内田繁ゼミ
昼間部3年生（通年）

課題内容

カコミ ノ ブンカロン

空間をつくる、ということは何かから何かを分離し、何かを囲むこ
とである。では一体、何を分離し、何を囲むのだろうか……。

仕切り・囲みの文化論を通して

前期の研究は「仕切り・囲みの文化論」の前提となるものとして
「スペースデザイン」について考えるものだった。だが多くのレ
ポートを総括すると、視覚的、物質的要素を超えて、非物質的要
素の研究が多かった。
　この研究の方向性は私の考えていたことと少々異なっていた
が、その成果はよくできたものだった。私の求めたものは物質的
空間における非物質的な感覚を探りだすものだった。何かと何か
の関係がそのものの存在を超えて、ある種のイメージをつくりあ
げることの発見だった。だが多くの研究成果は空間から離れ、音・
あそび・言葉・物語などに見られる囲み・分離など他の文化的領域
を対象としたものが多かった。こうした研究と空間とは無関係で
はないことは理解できるが、空間とはこうした研究で感じたもの
の多くがすでに含まれているものである。したがって私の望んだ
ものは空間のなかからそうした感覚を探しだすことだった。
　スペースデザインとは「時間をデザインする」ことである。時間
と空間とは不可分な関係にある。時間が空間を求め、空間は時間
をつくる。もし空間が時間をつくることであったならば、どのよう
な時間をつくるのかが命題となる。
　人は、さまざまな時間を生きている。1日の時間を通して、ある

いは1年の間で人は多様な時間を生きる。そこには、日常的時
間、脱日常的時間、超日常的時間というものがある。そのようなさ
まざまに求められる時間に対して、どう応えるかがデザイナーの
テーマだろう。それは「意識の時間」をつくることになる。
　後期の卒業制作は、前期の研究を下敷きとして50㎡以内の
小空間をデザインするものであった。それは自然の世界から我々
のスペースとして何を切り取り、何を囲むかがデザインの実際で
あった。学生は、テーマに対してどのような精神をつくりだすか。
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特集　卒業制作展から
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佐藤真美
 ［icicle］

「弱さ」とはうつりゆく変化である。それを表現する際に、私は身近でさまざまな姿に変わる「水」を選んだ。その中
で心が惹かれるのは、氷が水になる刹那で「融ける」こと。水は生き物が生きる上で大切なものである。それをイ
メージした外壁の中で、生きる為に重要な食事をする。そこで融けるのは氷ではない。白く照らされる外壁に光が
融けるのだ。そして、氷がゆっくりと融けるように、寛ぎながら友人と一時を楽しむ。
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特集　卒業制作展から
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赤間萌美
 ［浮遊する面、めくるめく色彩］

30㎡の小さな住処。この住処には、壁で覆われた「室」や、空間を隔
てる扉も存在しない。面で構成された空間には自然と「間」が設けら
れ、浮遊感と共に見えない仕切りをつくりだす。ヒトはそれを知らぬ間
に認識し、空間にちりばめられた色彩からは、絵画や音楽のような響
きを感じ取る。小さいからこそ痛感させられる、住むことで見えてくる
世界がそこにある。
　The premises ； 父は北国の生まれである。冬の体をつきる寒さ
と、あたり一面に広がる真っ白な雪が懐かしいという。淡い光に包ま
れたその場所に、住処を建てる。

▼ ▼
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講評
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河内友里恵
［BOX GARDEN］

立場 糸
［Ceiling flower］

木村沙織
［aquarack］

増野絢子
［三柱庵］

柴崎未歩
［field partition］

森田彩子
［Iland］

関口葉子
［山の岩小屋］

森永育未
［Merry's house］

横川絵美子
［市中の山居］

佐藤真美は［icicle］*p.12、「つらら」という意味の空間である。「つ
らら」とは雨や雪の雫が凍って生まれる現象だが、まさにこの作品
は網目状の半透明のシェルターに覆われた美しい空間である。自
然現象をデザイン表現のテーマとすることは、人間の想像を超え
て思いがけないものを生み出す。
　赤間萌美は［浮遊する面、めくるめく色彩］*p.14 というタイトルが
示すように、透明の箱の内部を、面的構成と色彩によって個人の居
住スペースをつくりだした。これは立体構成と精神空間との融合で
ある。垂直面と水平面が多様な色彩の構成によって表現されてい
る。面的な空間構成は、空間を考えるうえでの基本である。
　河内友里恵は［BOX GARDEN］*01 というタイトルで自邸の庭
にコミュニケーションとしての小屋をつくった。全体構成は立体的
スペースとし、自然素材を多様したものである。
　木村沙織は［aquarack］*02 という円筒形の空間の内部にナ
イーブなカーブの棚をつくりだすことによって、単純ながら躍動感
のある美しいスペースが生まれた。
　柴崎未歩は［field partition］*03 という、野原のパーティショ
ンのデザインである。田園に生まれる空間を稲を干すような素朴な
柵によって囲みのスペースをつくっている。これは人が自然のなか
から独自のスペースをつくりだす原型のようなものである。そこに
は楽しげなコミュニケーションが暗示されている。
　関口葉子は［山の岩小屋］*04 と題した、掘り抜き空間に挑戦して
いる。岩を掘り抜きスペースをつくることは、人間が自然のなかで
独自の存在を表す原型だろう。
　立場糸の［Ceiling flower］*05 は今日空間において、もっとも
失われているのが天井のデザインであり、天井は設備に占領され
てデザインの余地が残されていないことに着目した空間である。
花に覆われた天井の美しい空間は天井の持つ意味を十分に表現
している。
　増野絢子*06 は［三柱庵］という茶室のデザインである。三本の柱
による茶室空間のそこに生まれる三角型の卓は、三者それぞれが
階層性のない平等な座をつくりだす。そうした意味において新しい
コミュニケーションの提案だろう。
　森田彩子は［Iland］*07 という海に浮かんだ小屋を設計した。閉
鎖的空間ながら前後二方向に象徴的な開口部がつくられている。
階段状の床は水の満ち引きによりさまざまな表情をつくりだす。
　森永育未は［Merry's house］*08 という家にみたてた「墓」、
セレモニースペースをデザインした。メリーさんとは、横浜の伝説
的な娼婦である。「何にもとらわれることなく自由に生きた女性の
精神・生き方」をセレモニースペースとしてシンボル化した。
　横川絵美子は［市中の山居］*09 と題したスペースをつくった。市
中の山居とは、室町時代の茶人によってつくられた茶室を指す。欲
望渦巻く都会の中で隠遁者のように質素で精神的な生き方を求め
たものである。この作品は新宿のゴールデン街を欲望の場と見立

てて、そのなかに聖なる空間を囲ったものである。
　発表された全体はそれぞれのテーマ性も明確だったが、出来上
がった作品は私の望むレベルとはほど遠かった。それはテーマを
決定するのに時間をかけすぎ、実作品に費やす時間がわずかだっ
たことに起因している。しかし何を作るかに思い悩み、時間をかけ
たことは決して無駄ではない。今日、多くのデザインが「何のため
のものか……」「誰のためのものか……」に対する思考が少なすぎ
るものを見るたびに、こうした時間を費やすことの重要性を実感
する。しかし「デザイン」とは最終に向かって、「どのようにするか
……」が重要である。この時間が足りなかったことを各自が自覚し
て、今後のデザイン活動の反省としてもらいたい。（講評：内田 繁）

「マイクロ・アーキテクチャー」という全体テーマであった。マイク
ロ・アーキテクチャーとは、言わば、小屋のような建築を意味し、イ
ンテリアほど内部空間だけを対象とせず、建築ほど外的な要因に
デザインを起因させることのない、ごく小さな建築を意味した。つ
まるところ、たった一つの機能を有した小さな小屋のような空間を
探求することで、空間が人間の精神に近接した状態を作り出せる
のではないか?　という試みであった。それが、ただの小屋との大
きな違いでもあった。
　ゼミとして初年度ということもあり、なかなかテーマ自体を理解
されぬまま終わった感もあり、学生と共に自身の消化不良も否めな
い。建築の面白さとは、そのものが近隣だけでなく、社会とどのよう
な関係を持つかのデザインであり、またインテリアとは、ある意味、
建築と真逆のベクトルを持つ、究極的には人間自体の在り方を問う
デザインだと考える。この2つのどちらを欠いても、いい空間デザ
インには決してならない。「マイクロ・アーキテクチャー」はそういっ
たことを考えるいい機会だと信じたい。（講評：大松俊紀）

01

02

03

04

09

08

07

06

05



18

特集　卒業制作展から

桑沢スペースデザイン年報 2009 -10 19

藤原敬介ゼミ
昼間部３年生（通年）

担当講師

藤原敬介
藤原俊樹

課題内容

引

「引」くことで生まれた形態

私たちが暮らす空間には、引き戸、引き手、引き出し、など、「引く
という行為」が至るところに存在します。数学の世界では、減じる
ことを、引くと言います。さらに加えるならば、素、空、冷――この
ことも、あるものから何かが引かれた様子、と言ってもよいかもし
れません。それから、「引いて見る」という考え方もあります。これ
らの行為や状態をまとめて「引」と呼ぶことにします。
　ところが普段私たちが「引」を気にかけることは難しい。それ
は、日常のなかで私たちは引き出しを引くなどという行為をごく当
たり前に行なっているからです。デザイン行為をしている最中に
は、作品のまわりについた余分な機能や形態を省けない（引けな
い）、また「引いて見る」ことができず自分のデザインに没頭して
しまう、ということも少なくありません。一歩「引いて」自分自身を
客観的に見ること――別な言い方をするならば、俯瞰の目で見る
こと。これは創造的な活動、つまりデザインをする際、とても重要
です。なぜならば、その状態は、自分と環境、自然、空間、そして
他者との相互関係を見えやすくし、多義性の受け入れを容易にす
るからです。さらに、ものごとの本質を丁寧に感じることができる
からです。
　そこで私たちは、さまざまな「引」の状態を改めて意識するなか
に、今まで気付かなかったインテリアエレメントを創造する機会を
見つけられるのではないかと考えました。この際、思い切り引い
て見てみましょう。

　　　人間にとって必要なものは何か…?
　　　大切にするべきものは何か…?
　　　未来を育むものは何か…?

　「引」というテーマで世の中を観察しなおし、さらに、自身の思
考を「引」の状態にすることにより、小さなきっかけを発見し、それ
を未来に投げかけ、発展させることが、藤原敬介ゼミのデザイン
の目的です。2009年度は13人の学生が「引」というテーマと向
きあい、インテリアエレメントのデザインを行いました。
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澤田彩子
 ［ANTHILL］

細胞のように密集して形をつくるものが、壊れて崩れたり欠けていくイメージから「引」を
表現。

ant hill…[名]アリ塚、アリの塔

　自然界におけるアリ塚は、シロアリが土を積み上げることで作られるが、都会の中で
は、住宅などの柱を蝕んで住処にする。蝕まれ浸食された姿をイメージし、直径23㎜、
30㎜、38㎜の発泡剤を円柱構造に組み上げデザインした。

コンセプトスケッチ

コンセプトスケッチ



22

特集　卒業制作展から

桑沢スペースデザイン年報 2009 -10 23

八木橋妙子
 ［≠］

世界地図から引かれた椅子、たされた椅子。どこかが欠ければどこかにたされている。その欠けたピースを元に
戻そうとしても以前と同じように「＝」にはならない。プラスチックダンボールを240枚重ね、海岸線に沿って一枚
一枚切り取った。輪郭線の重なりが有機的なフォルムを生み出し自然の造形を呼び起こす。
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特集　卒業制作展から

講評
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澤田 ［ANTHILL］*p.20 指で摘めるほどの太さの白い筒が寄り添
い、また増殖していく過程は、作者をいつしか無心の境地にいざ
なったのかもしれない。そのことが、意図して作られたものの気配
を払拭し、自然の摂理に基づき作り上げられる自然現象を感じさせ
るものに近づいたのかもしれない。
　八木橋 ［≠］*p.22 引かれたものと残されたもの、極めてシンプル
な発想からこの作品はデザインされている。製作する上では、切る
…貼る…という単純な作業を根気強く重ねている。見る人を感動
させるのは、手の痕跡を一切見せず、時間の積層を強く感じさせた
からであろう。
　礒ヶ谷 ［Z-bit］*01 キューブに凹凸をつけながら積み重ねた作品
は、具象的なものを抽象化し、見るものに何かを想像させる作品で
ある。角度を変え作品を見ていると、今度は色彩が現れ、抽象的な
ものから具象的なアイコンが浮上する。見る者に具象と抽象を往
来させるところが、興味深い作品である。
　栗田 ［I leaf you!］*02 日々の生活の中で、ちょっとした何かの
変化が、人々の気持ちを穏やかにしてくれることがある。接する対
象物の温度の変化で、葉脈のグラフィックを纏った机上のシート
に、色彩の変化が生じる。このことは、人々がテーブルで過ごすひ
とときに、新たな彩りを添えることになるであろう。
　小原 ［monologue］*03 あるものを見たとき、人々は往々にし
て”錯覚”を起こす。円だけを用い構成される切り抜きパターンは、
人々に”錯覚”を生じさせることになり、そのことは、予想が及ばな
い世界を広げることになる。この作品は、見るたびに新たな発見が
あり、存在価値がまさにそこにあると感じている。
　佐藤 ［sukima］*04 風でなびくような作品の繊細なあり方が、
良い緊張感を生み確固たる存在感を放っている。強い光を淡い光
に変化させる仕上材の用い方や、あえて低く抑えた仕切りの高さ
は、現代の”座の空間”で活用できる可能性を強く感じさせるもの
である。
　高野 ［tsumugi］*05 「皺」というものは、さまざまなものの物質
的特性により、動的平衡を保ちながら生まれるものである。皺を伸
ばす…皺を無くす…など、”皺”はどちらかと言えば、無い方が良い
ものとして存在していたように思える。人々が描くネガティブな観
念を覆すため、積極果敢なデザインが印象的な作品である。
　手塚 ［story chair］*06 椅子として、テーブルとして、さらに棚
として、この作品は存在する。日々の生活の中で、人々を楽しませ
るとことは、ゲーム（ジェンガ）とこの作品に深く共通していること
であり、ものとしての存在する価値がそこにあることに、作者が気
付いた結果であろう。
　邊 ［SUDORU］*07 見たもので何かを連想しデザインすること
もあれば、見た人に何かを連想させるデザインもある。この作品
は、洋服の襟元を想像させるものである。ボタンを想起させる部分
は、調光機能を伴っている。形体と機能が連動しており、作品に触

れる楽しさを伴うものに仕上がっている。
　平山 ［-element］*08 植物から奪われていく水分は、花が変化
する現象として見ることはできるけれど、そのもの自体は、日々過
ごす中では見えてこない。その特性を感じ取り、デザインに反映
し、目に見えないものを、あえて視覚化する試みが興味深いデザイ
ン、あるいは実験である。
　本田 ［ZIPA］*09 改めて考えてみると、ファスナーと接すること
がない日はあるだろうか…。重要性がありながら、その存在感を主
張しないあり方は、少し大げさに言うと空気のようなものかもしれ
ない。そこに注目して作られたこの作品は、デザインの領域を広げ
る確かなきっかけになるであろう。
　諸岡 ［haneisu］*10 空間の中で、窓辺の視界をコントロールす
る”ブラインド”。その原型を保ちながら、空間の中で何気なく使わ
れている”椅子”にしてしまう発想が見るものに強烈なインパクトを
与える。昇降することにより、現れては消える椅子の姿は、まるでマ
ジックのようである。
　山本 ［Clash］*11 色彩豊かな何枚ものフェルトが重なり合って
いるのだが、ひとつひとつの色彩の記憶は印象に留まらず、鮮やか
な色彩の群の記憶だけが脳裏に焼き付く。その印象をさらに強くさ
せているのが、作品の大半の面積を占める白の背景であり、その
大胆なバランス感覚が人々を魅了している。（講評：藤原敬介）

栗田志保
［I leaf you!］

02

礒ヶ谷まゆみ
［Z-bit］

01

高野真理子
［tsumugi］

05

手塚 恵
［story chair］

06

邊 眞昊
［SUDORU］

07

平山咲子
［-element］

08

山本容子
［Clash］

11

小原真理
［monologue］

03

佐藤明海
［sukima］

04
本田真悠

［ZIPA］
09

諸岡智広
［haneisu］

10
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小幡早織
 ［Memento mori］

都市とは夢にむかう若者の仮住まいの場所。人とは死にむ
かい常に変化し生きてゆくものである。リミットのある時間
でいかに満たされた空間を作れるか、がテーマになった。
Memento moriの「死を想え」という意味を発展させて建
築の中に「死」を作り出し、それを日々静かに見つめて受け
入れつつ短い今を輝かせる。
　生を「五感を使って輝く・好きな仕事をして充実」する空間
とする一方、死を「五感を使わない・リラックス」する空間とし
てポジティブに位置づけた。この住宅内で生と死はグラデー
ションを描く。高い場所が生、低くなるごとに感覚の消失＝死
に近づく。平面上で死と生が混在し、うっかり近づいたり飛
び越えてしまう死の淵や境界線を示した。店舗も設定した5
家族の職業から連想される「生」と「死」を展開して考えた。

生の2階

生の店フロア・花畑

死の店フロア・紅茶店前

断面写真：レストラン・ひもの屋・ピアノ教室・寝室を望む

生の店1階

住居フロア

死の店フロア

寝室フロア5家族の設定

担当講師

田井幹夫

住環境デザインC
 夜間部2年生（後期）

課題内容

都心に住む5家族のための集合住宅+α
・ 5家族それぞれの家族構成、職業（生活テーマ）を設定する事。
・ 5家族が集合してどのような独自の住まい方をするのか提案する事。
・ 周辺環境との独自の関わり方を提案する事。
・ 5家族の職業、趣味、テーマなどが必ず五感に対応している事。
・ αは5家族となんらか深い関係を持つ事。
・ 規模：各住戸100㎡前後で、αは適宜自由に提案。
・ 提出図書：図面A1、5枚以上。模型2点（敷地環境がわかるもの、建物本体の

空間や構成がわかるもの）
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このステージでは同じ時間、同じ所で同じものを
共有し得ることで、その時間、5感を使いお互い
が一緒の体験をする。

このステージは細かい穴がびっしり開いてい
る壁で囚人エリアと住民エリアを分けられて
おり運動、または遊んでいる声や音、影や震
える振動などでお互いが今、何をしているの
かを体で把握できるような空間構成になって
いる。

社会になじませる
行程を 4 つのス
テージに分けてプ
ランを作る。

地域住民がこの図書館に来て
本棚の本を手に取ると壁のむ
こうの囚人エリアの部屋をす
き間を通し見る事ができ囚人
の存在、または地域住民の存
在を見る事ができる空間構成。

ここでは工場をオープンにして仮出
所内定の囚人が作る伝統工芸品を見
る事が出来、お互いの姿をはっきり
見る事ができる。地域住民は仮出所
内定の囚人の働く姿を見る、仮出所
内定の囚人は工芸品を見ている地域
住民をみるという関係性を作る。

B'

A'

B

D'

D

C'
C

仮出所内定

仮出所、社会へ
    図書館
    伝統工芸品展示美術館
    運動施設、レストラン
    劇場、多目的スペース

A

学校区域

国道、
　鉄道

住宅街

用途：仮出所囚人の為の集合住宅・生涯学習センター
構造：RC造  一部鉄骨造
建築面積：25003.626㎡　延床面積：47056.532㎡

府中刑務所

現在の塀を分厚くし、塀の内部に空間を作る

刑務所と周辺地域の間に層ができる

このステージでは同じ時間、同じ所で同じものを
共有し得ることで、その時間、5感を使いお互い
が一緒の体験をする。

このステージは細かい穴がびっしり開いてい
る壁で囚人エリアと住民エリアを分けられて
おり運動、または遊んでいる声や音、影や震
える振動などでお互いが今、何をしているの
かを体で把握できるような空間構成になって
いる。

社会になじませる
行程を 4 つのス
テージに分けてプ
ランを作る。

地域住民がこの図書館に来て
本棚の本を手に取ると壁のむ
こうの囚人エリアの部屋をす
き間を通し見る事ができ囚人
の存在、または地域住民の存
在を見る事ができる空間構成。

ここでは工場をオープンにして仮出
所内定の囚人が作る伝統工芸品を見
る事が出来、お互いの姿をはっきり
見る事ができる。地域住民は仮出所
内定の囚人の働く姿を見る、仮出所
内定の囚人は工芸品を見ている地域
住民をみるという関係性を作る。

B'

A'

B

D'

D

C'
C

仮出所内定

仮出所、社会へ
    図書館
    伝統工芸品展示美術館
    運動施設、レストラン
    劇場、多目的スペース

A

横田和希
 ［中間巣］

この建築計画は都市にグラデーションを
描くと同時に、仮出所が決まった囚人が
社会に溶け込む為のプログラム。塀の外
を白とし塀の中を黒と考えると、仮出所が
決まった囚人はグレーな存在である。その
人々を塀の外と中の中間部分に住まわせ
ることで、閉じられた空間にグラデーショ
ンを作る。街と刑務所の境界線は消え、
新たな空間が出現。人は様々な空間を行
き来することで、日々の生活の中に新し
い何かを発見できるのではないだろうか。

劇場内部

地域住民と囚人の関係（視線で交わる）

仮出所の囚人生活エリア 仮出所エリアから漏れる光の図書館 仮出所の囚人が働く工場 カフェから劇場を望む

大吹き抜け空間から劇場ロビーへ
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陣内裕子
［LIVE and LET LIVE］

講評

桑沢だからできる建築教育、それを目指して大松先生、福島先生、
鳴川先生と集まり議論したのは2009年度開講前だった。そして

「時間と空間」という大きな軸を与えて、レクチャーシリーズ、そし
て各課題を構成していこうという事になった。その意味では実験的
な年度であったといえる。
　「時間」に対して意識的になる事、これは建築をつくる上であま
りにもあたりまえの事ではあるが、だからこそあまり教育の軸とし
て据えられる事も少ないのではないだろうか。「空間」はそもそも

「時間」の概念を孕んでいる。つまり、「空間」を作れば結果的に
「時間」に関わることになる。しかし、それに真っ向から向き合って
作るかどうかは、建築家としての立ち位置を決めるという意味で、
偏った教育といえるかもしれない。しかし、それこそが桑沢の特色
になっても良いのではないか。それを試す最初の年度であった。
　一方、「建築は社会的な存在である」ということにも注力して授
業を行った。建築は生み出した瞬間に社会の共有物になる。だか
ら、それが単なる個人の表現媒体になってはいけない。社会的な視
点を持つということは、客観的な視点を持つことに通じる。自分の
生み出すものが他人の目から見ても説得力のあるものになってい
るのか、自分自身で検証する能力が育まれるべきである。
　課題の構成としては前半後半で大きくふたつに分割した。前半
では「時間」と「五感」に集中した空間モデルの演習を毎週の短期
課題として行なった。後半は2年間のコースの最終課題として卒業
設計にあたる集合住宅課題である。
　短期課題はみな非常に個性的で魅力的な回答が出せていたと
思う。誌面に紹介できるのは後半の卒業設計であるが、今までにな
く規模の大きな建築に、戸惑いを隠せない学生も多かった。また、
社会性とは、客観性とは、という観点に最後まで悩み続けた学生も
いた。しかし結果としてはとても魅力的で奥行きの深いプロジェク
トが多数提出され嬉しく思った。表面的なデザインに陥る事なく生
活や環境、現代が持つ社会的問題にまで言及し、各々の解答を探
そうと苦悩する姿が作品に表れている気がしてそれが良かった。
　梅津の［都市× =アクティブギア］*01 は問題作だ。「虚数」
という概念に固執し、都市における「虚数」的な場として新宿副都
心を選んだ。都市生活における虚の部分と実の部分を対峙させる
という独自の手法は、しかしそのような新たな視点が人間らしい生
活への活路となるかもしれないという可能性を感じさせた。
　佐々木の［都市の中はまるい］*02 は身体的な経験と都市の在り
方に対し、ある種ダイレクトに形態で向き合った作品といえる。四
角四面で建物が乱立している都市風景は実は身体感覚を通じて
人間同士の関係すらも無味乾燥としたものにしている。視点をずら
すことを小石の敷き詰められたような平面形状に託す事で、もう少
し豊かで多様な都市生活が可能だという提案である。

　陣内の［LIVE and LET LIVE］*03 は都市と生活、商業を新た
な建築の在り方で紡ぎ上げた意欲的な作品だ。巾2m高さ15mの
建物は、それだけで生活の在り方を変える力を持っている。それら
が複数棟、同じ2mの路地と同値に配置される事で、建築そのもの
の価値が外部空間によっても支えられている事を気付かせてくれ
る。さまざまな淡白なダイアグラム建築が実現されている中で、身
体感覚を軸とした人間そのものの存在なくして建築が実現できな
い事を証明した、刺激的で可能性に富んだ作品である。
　松尾の［空（くう）］*04 は劇団の持つ閉じた世界が、実は都市の閉
塞した生活全般にも共通するものだという仮説を建築化している。
舞台を中心として数家族がそこまでのアプローチを複雑に絡ませ
ながら生活している状態は、舞台上で行なわれる虚の世界と現実
の世界がいつしか逆転し、どちらに本当に帰属しているのか分から
ない、不思議な世界観を空間化している。都市に住む事とはまるで
この建築で起きているように、虚と実が無意識的に混ざり合った状
態だという刺激的な視点である。
　今回大きく取り上げられた小幡の［Memento Mori］*p.26 と横
田の［中間巣］*p.28 は良い意味で対照的な作品といえる。小幡は一
貫して「生と死」という普遍的なテーマを取り上げ、５家族が住む
コーポラティブハウスとして計画した。各家族の設定から空間構成
に至るまで徹底的に「生と死」に絡めて課題を解き続け、最終的に
は花畑となるプラットフォームの上下に散逸的に、しかしまとまりの
ある新たな風景としての集合住宅の形式を提案した。非常に内向
的なテーマを突き詰める事で、普遍的な空間モデルを獲得できた
良い例だと思う。
　横田は逆に住み手を限定しない。「境界」というテーマを顕在
化させるために、刑務所の壁を厚みのある空間として、それが「境
界」の性質のバリエーションとなるように計画している。囚人という
人間と一般の人間の間にあるみえない概念としての「境界」に対し
て、物理的にただ隔てるためだけの塀として存在させている現況
に疑問を抱いた事から、彼の計画はスタートした。概念を物理的に
立ち上げればそれが建築となる、というチープな手法に対しても問
題意識を投げかける壮大なプロジェクトだといえるだろう。
　最後に全体に対しての苦言になるが、一様にいえるのは、みな考
える事に時間をかけ過ぎている。建築というのは最終的にできあ
がる空間である。個人がいくら考えを深めて語ったところで、それ
が空間化されなければ意味がない。そういう意味で考える時間よ
り手を動かす時間をもっと十分にとって欲しかった。まあ、来年度
以降の最重要課題とする事にしよう。（講評：田井幹夫）

佐々木達也
［都市の中はまるい］

02

松尾律子
［空（くう）］

04

03

01

梅津ケルン
［都市×　　  =アクティブギア］
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野見山晋弥
 ［繋ぐ糸］

課題：流行的ではない大量かつ安定的な
オーガニックコットン（OC）への移行と、そ
れを実現させる為に必要な店舗デザイン
提案1：OC商品は製造工程上ナチュラル
テイストになってしまうので、限定的訴求、
ブランディングになるガラスファサードは
使わない。
提案2：消費者はみな人間であるので、
ファサード、空間、什器全てにおいて身体
的訴求をするデザインを行う。
提案3：デザインした要素にストーリーを
持たせOCの魅力（トレーサビリティ、弾力
性）が伝わるようにデザインすることに注
力する。文字情報ではなくストーリーによ
り人間の意識に訴求することで、様々な可
能性が無限大になる。
　インテリアは内部空間のデザインのみ
に留まるべきではない。

担当講師

藤原俊樹

インテリアデザインC
 夜間部2年生（後期）

課題内容

時間・感覚・空間
人間は、1日の時間を通して、あるいは1年の間の中で、さまざまな時間の中を
生きている。それは日常的時間、脱日常的時間、超日常的時間というふうに、
状況は決して一定していない。そして人間はこうしたさまざまな時間を自由に
生きている。夜間部インテリア最終課題として、この「時間をデザイン」するこ
とをテーマとし、時間とインテリア空間について考察した。

制作背景のダイアグラム

ファサード

素材感のイメージ

デザインのダイアグラム

into the orgnic cotton

storage under stairs

story flow

ショップ内 意識内

トレーサビリティ
バウンド

バウンド

ド

ドド

弾力性

エントランス 什器

空間
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Story

ガラスブロック 色とりどりのボックス

ライティング計画：午前中は太陽の光
が、表側ファサードに配置された花の
ディスプレイも兼用するガラスブロック
を通し、内部の壁一面にはめられたボッ
クスに光を与える。ボックスはさまざま
な色のついた半透光性の素材でできて
おり、壁全体が色とりどりに光る。午後
になるにつれて、今度は裏側のファサー
ドに光が灯る。その光が壁面の細い穴
からボックスを照らし出して、夜もさらに
幻想的な空間となる。

1. 路面に面するファサードには、一輪の花
が沢山…。

4. ボックスを引き抜くと、花が向こう側に見
える。あの花を見ながら、あの人への思いが
募る。

2. 店内に入ると壁のガラスのボックスが
光っている…。図書館のようだ。この箱の花
にしよう。

5. 花に思いを込めて、スタッフの元へ…。3. 棚からボックスを選んで引き抜く。 6. この日の思いを、この場所で作り上げる。

LED lamp

Outside (Glass block)

Inside (LED lump)ENT

ENT

SH
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Room
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Room

CT

Plan S=1:200

Elevation (Inside) S=1:400

Elevation (Outside) S=1:400

LightLight
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O
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澤木美統
 ［365個の気持ち］

言葉にできない気持ちを、花に託す。花を贈るということは、気持ちを贈るということ。特別な日だけでな
く、日々の日常の中に花を咲かせることができたら、その日はきっと、自分も相手も、いつもと違う日が送
れるだろう。しかし現実は、目的がないと花屋には入りにくい。そこで、花を一輪の単体と見て、花の意外
性や花の素晴らしさを知る機会が増えれば、自然と花と人の距離は縮まっていくのではないかと考えた。
　花に気持ちを託すという行為から、花言葉を空間に落とし込んだ。花言葉を図書室のように探しなが
ら、花言葉と花で、自分の今ある感情とリンクさせ、花を贈りたい相手を想像する。そこから、自分と相
手のストーリーが始まる。気軽に毎日いろんな人へ花を贈る文化が根付けば、365個の気持ちが街中に

「花やかさ」をもたらすのだろう。
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力石絵里菜
［Sunday morning］

門脇太一
［光の残滓］

卒業制作の授業がない夜間部の場合、2年次後期の課題が卒展出
品候補となる。それだけに、学生にとってはこの授業にかける意気
込みはかなりのものだ。しかし、昼間部の年間3コマに対して後期1
コマは時間的にはかなり厳しいものがある。デザインが決定してか
らの細やかな指導をしていくことで作品レベルを向上させたいの
だが、現状は簡単なアドバイス程度になってしまっていることは指
導する側の反省点である。前述のようにそもそも卒業制作という
位置づけではないのだが、外部から見れば、昼間部の卒業制作と
同格で捉えられるため、学生にとってはかなりのプレッシャーを感
じることになる。しかし同時に夜間部の学生は悩みに悩んで自分で
解決策を見つけ出す力強さもある。昼間部にはない最後の馬力は
彼らがこれから社会で仕事にたずさわる上で大きな底力となると信
じている。卒業制作の在り方を含めてそろそろ夜間部のカリキュラ
ムも検討する時期がきているのかもしれない。
経済状況や価値観の多様化など世界は大きな転換期を迎えた。こ
こ数年の情報化社会の発達により、その利便性と同時にさまざま
な問題も浮かび上がってきた。モノが売れない時代にもう一度原
点に戻り「モノ主導主義的デザインからの脱却」を問うことが重要
だ。
　デザインは「人間」「社会」「自然」など人間を取り巻くすべての
要素を結びつけ、社会に実際性を与える行為だと言えるが、まず

「人間とは何か」を考えなくてはならない。建築が空間を外部から
捉えていく傾向が強いのに対し、インテリアは内部から空間を捉え
ていくことが重要である。そして、その中心に人間がいることを意
識し、人間の心に訴えるデザインを考えることが求められる。この
授業では、「感覚の世界をデザインする」ことを主題に、微細性、
可変性、浮遊性、不明瞭性などの言葉をキーワードとして使いなが
ら、感覚をかたちにするインテリアデザインを考察した。感覚や気
持ちというかたちのないものをデザインすることは目に見えない空
気をデザインするように漠然としてとらえどころがない。学生にとっ
てはこれ以上難しい課題はないはずだ。しかし、具体的なプロジェ
クトとして作品をまとめていく過程で、その空間に人が出会った瞬
間、人は何を感じるか、何を感じてもらいたいか、ということを考え
なくて人の心を動かすデザインはできないはずだ。最終的には話し
合いの上で「時間」という共通テーマを決定し、各々が自分が設定

した条件に沿って具体的な商空間にしていった訳だが、どこまで
感覚の世界をデザインできたかというと、私を含め消化不良のま
ま終わってしまったのは残念だ。だからといって、彼ら全員に共通
の条件設定をした実践的な課題を与えたとしても、おそらく大多数
が不満を漏らしたに違いない。こちらも試行錯誤しながらの授業で
あったが、5年後、10年後にこの課題の意味をあらためて見直して
ほしいと願っている。
　野見山の［繋ぐ糸］*p.32 は、ファションの中心地、表参道をサイト
とするオーガニックコットンのショップである。ストーリーを持たせ
たファサード、空間、什器などのインテリアが内部だけに留まらず、
建築的に展開することを意図としている。細部まで作り込んである
模型の完成度は高いが、オーガニックコットンのもつ世界観がもう
少し身体的に伝わればと感じた。
　澤木の［365個の気持ち］*p.34 は花言葉を図書館のように探し
ながら自分の気持ちを一輪の花で贈る新しいフラワーショップの
提案である。ファサードに一輪の花が並ぶデザインはシンプルで美
しいが、ショップの出入口デザインまで含めてもっと繊細なデザイ
ンが出来たのに残念だ。
　澤野の［Flaque d'son.・音たまり・］*01 はキャットストリートと
明治通りの交差する先端の三角変形地を設定した。カトラリーとい
う商品の持つ「音」に焦点を定めた着想は面白いが、他者にどう伝
わるかが今後の課題だろう。
　力石の［Sunday Morning］*02 は休日の朝を気持ちよく過ご
す朝食をコンセプトとしてキッチン用品を扱う店舗を地下に設け、
地上から射し込む光の透明な円柱の周りに食卓を再現した。
　門脇の［光の残滓］*03 は、糸の結びを繰り返し繋げていくことに
より形成された網目状の繊細な作品が、空間に広がる関係を形成
し、人々の感覚を喚起させる効果を狙っている。
　谷口の［気づくとそこにあるもの］*04 は四角いトンネル状のジュ
エリー空間。炭鉱を思わせる細長い空間の壁面で原石を発掘する
イメージを表現した。
　その他にも長崎の原爆という重いテーマを品川の原美術館で展
開した中路の［tokyo@0809］*05 。重層的にふすまを重ねること
で紙見本を扱う空間をデザインした千葉の［すく　かみ　や］*06 な
どが選抜された。（講評：藤原俊樹）

講評

澤野真友美
［Flaque d' son. ・音たまり・］

01

02

谷口あかり
［気つくとそこにあるもの］

04

中路寛人
［tokyo@0809］

05

千葉奈都美
［すく　かみ　や］

06

03
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エレメントデザインC
 夜間部2年生（後期）

担当講師

柴田晃宏
比護結子

課題内容

Incentive Furniture
「イス」「テーブル」「収納」から１つを選び実物の制作を行う。制作するエレ
メントは既存の家具のイメージに限定するものではない。家具単体としてでは
なく、空間を構成する要素として広く捉えてデザインを行う。また、「リサーチ」
「新しい使い方の提案」「イメージからカタチをつくる」「線・面・ヴォリュームか
らカタチをつくる」「グループで100のカタチをつくる」「材料を探す」といっ
た、選択したエレメントに関する小課題を積み重ねることで、ステップを踏みな
がら作品制作の指導を行う。これにより、モチーフを使ったデザイン手法や部
材の形態的特性からデザインする手法を学ぶとともに、手を動かしてカタチ
を考え、アイディアだけで終わらない、クオリティの高い作品の制作を目指し
ている。

山口清純
 ［Kukka］

Kukkaは衣服を入れ替える行為により配色が変化
する収納です。アパレルなどのショップでは、季節
や流行により商品の色彩が変化していきます。そ
れは、まるで季節と共に咲く花の色が変化するかの
ように…。Kukkaに服を入れた時、重心の変化に
よって収納した人の方へ傾きます。収納する行為
に些細な動きを導入し、人と収納家具との距離感
を縮めます。花を摘み取ったり果実をもぐ時に感じ
る、自分の手に生命感を採るような感覚が買い物
を楽しむ時の一連の行為の中に入れ込まれ、もう
一つ小さな喜びを生み出します。
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宮宇地 賢
 ［mosh］

「mosh」の中に入るには、紐を掻き分けて入り口を探さなければならない。一見した
だけでは、入り口は見えないようになっている。掻き分けて入り口を探し、やっとの思
いで辿り着く。それは、秘密基地をつくるという行為と関連し、それによって同様の
感情が生まれるのではないかと考える。つまりは、その空間に対する愛着心であった
り、ひとつの達成感のような感情も感じるのではないか。愛着のある空間から居場所
は生まれる。そして居場所はいずれ愛着のある空間に変わる。
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講評

講評風景

今年は例年になく優秀な作品が多かった。課題として椅子・テーブ
ル・収納の３つの機能から始まっているが、形を作るスタディを経
て、それぞれ魅力ある作品に仕上がっている。その過程の中で柔
軟な発想を持ち、繊細な試行錯誤を繰り返したものが、より評価の
高い作品につながったように思う。
　山口の［kukka］*P.38 は花を連想させる、衣服の収納である。大
きな花のようなフォルムと鳥の嘴のようなパーツを集積させた構成
が湧き出る生命感を訴えてくる。繊細な形であるが、周囲の空気を
変えてしまうような凛とした力強さを持っている。収納される衣服
の色が光沢のある白いプラスチックの素材に写り込み、彩りが加え
られる。季節の移り変わりによる色の変化を花と衣服の重層したイ
メージによって表現した力作である。衣服を入れる行為によって傾
き、微細な動きを作り出しているが、動きとしてのアピールが少な
いのが残念である。もう少しアクションを加えるか、動き自体がなく
ても良かったかと思う。
　宮宇地の［mosh］*P.40 は包まれることをテーマとした椅子であ
る。包まれるというと女性的な優しいイメージが連想されがちであ
るが、ロープという素材を撚り戻して使い、卵や繭を連想させる形
態に荒々しく力強い原初的なイメージを植え付けている。結果的に
出来上がった形のようにも見えるが形態に対する試行錯誤がなさ
れており、また全体を支える下地や座面、吊り元など見えない部分
も作り込まれており、作品としての質が高かった。内部空間は狭い
が、以外と快適である。内部空間へと入り座る行為や座って内部か
ら手や顔を覗かせる行為は周辺へと働きかけ、オブジェクトとして
だけではなく空間のエレメントとして機能する力作である。
　小内の［flight of flowers］*01 は花器を「花を収納するもの」
として捉えデザインしている。八角形を切り取った部材が積層され
て二重螺旋になっており、遺伝子を彷彿とさせる形態は面白いが、
花との関係性が詰められていないのが残念である。幾何学的形態
や規則的配置だけではなく、そこから踏み出したデザインにチャレ
ンジしてみて欲しい。
　片根の［ちぐはぐな透明］*02 はアクリルの端材を集積した椅子
である。端材の組合せ方は構造的にパタン化されているが、巧み
にずらすことでランダムな表現がなされており、発想・プロセスとも
に良く考えられている。また切断面をそのまま使った面と研磨した
面を表裏で使い分け、アクリルという素材に対し透明の表現から
逸出も試みている。自身で製作したためアクリルの接着が技術的
な問題となったことが残念である。
　下山の［heminguru］*03 は小さな子供達のためテーブルであ
る。六角形の形態やカラフルな色とテーブルが引き出される所為
が面白く、子供達にとって使う楽しみのあるデザインとなっている。
課題に対してリサーチを行い、正面から問題に向かい合ってデザ
インし上手く解決している。回転の軸がテーブル面のアクセントと
なっているが、もう少し大きく主張されても良かった。

　田中の包まれるソファ*04 は筒状になった部分を伸ばしてその中
に入ったり、丸めて背もたれとして使ったりする。色々な機能を詰
め込もうとしてしまったために、分かりにくいデザインとなってし
まったように思われる。形態や大きさ、プロポーション、素材にもっ
と検討が必要である。コンセプトを色々考えることも重要であるが、
一つのことを深く追求したデザインが出来るようになって欲しい。
　福田の［Plywoody］*05 は捩れて出来た座れる本棚という形
態的に面白い提案であるが、最終講評時に未完成であったのが残
念であった。収納に座るという行為を付加することで、収納という
行為を「使う／仕舞う」というON／OFFの関係からもう少し曖昧
な関係へと変質させている。湾曲した部分の収納方法など解決す
るべき問題が幾つかあり、そこをうまくデザインに取り入れブラッ
シュアップして欲しい。
　横山の［Bunko Up］*06 は文庫本をランダムに開いた穴に差し
込んで収納する作品である。本が散らされて収納される様相が面
白く可能性が感じられる。思わず本を手に取ってみたくなるデザイ
ンとなっている。構造的にも薄い鋼板を折り曲げ、穴として切り取
られた部材を上手く力板として機能させ成立させている。しかし一
つの収納と見た時の大きさやプロポーションあるいは全体としての
形態に堅さが感じられた。一つ殻を破ればもっと面白くなると思う。
　今年はほぼ全員が異なる素材にチャレンジしている。初めて扱
う素材やスケールであったかと思うが、数ヶ月をかけて一つの作品
を仕上げることによって得たものは大きい。また学生同士の連携も
良かったようで、お互いの製作現場を手伝ったりして得た経験が今
後役立つことと思う。学生時代に得られた仲間は貴重な財産であ
る。卒業後も良い関係が築き上げられることを切に望む。（講評：柴
田晃宏・比護結子）

小内昌也
［flight of flowers］

片根嘉隆
［ちぐはぐな透明］

下山真衣　
［heminguru］

田中悠貴
 ※作品名なし

福田健太
［Plywoody］

横山真二郎
［Bunko Up］
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桑沢の課題では、とにかく手を動かし、できるだけ多

くのアイデアを形で表現することが求められる。形

で表現されたものなしの、口先だけの議論は御法度

である。また形で表現されたものがあっても、それを

ちゃんと議論できないと、これもまた講師又は周りの

学生に粉砕される。桑沢とは、講師も学生も見境なし

に「議論」する場であって、議論自体が授業であり、

評価を決めるのである。
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Cクラス
永井健太
 ［ふたつの白い空間］

Dクラス
小川恭平
 ［Mysterious Cube］

Aクラス
吉田周平
 ［only memory territory］

Bクラス
平田りか
 ［LADDERS～原っぱと沢山のハシゴ］

材料としては、綿棒を繋ぎ合
わせて作った単純な構成であ
るが、その素材の特性をよく理
解し、均一なものの中にも多
様な表層と内部空間を作り出
せることをよく表している。ま
たその多様さが、光の効果に
より倍増され、夜は夜で、昼間
の微細な変化の風景とは、全
く違った複雑な表情を垣間見
せる。デザインとは“抽象化"、
つまり限られた要素でどれだ
け複雑なものを生み出せるか、
という行為でもある。それをよ
く表した作品である。（講評：大
松俊紀）

キューブの中に、相似形
としての様々な大きさの
キューブを放り込んだ単
純ではあるが、ダイナミッ
クなデザインである。偶然
にでもできるキューブと
キューブの隙間を、いかに
必然的な美しい隙間とし
て成立させるかが鍵となっ
た。また、光の効果により、
キューブは空間に様々な
表情を与え、時には冷たく
ハードな表情を、また時に
は、澄み切った透明感を与
える。そしてその表情は、
光の変化により、突如とし
て反転し、空間のネガとポ
ジの有様をも反転させる。

（講評：大松俊紀）

表層的、装飾的……という言葉は
どこか安っぽいという響きをもっ
ているが、90年代からヘルツォー
ク&ド・ムーロンが注目されてきて
から「表層」が脚光を浴びること
になった。吉田がどれだけこれら
の動きに対して情報を持っていた
のか定かではないが、彼は敷地全
体を透明な巨大空間で覆い、そ
の表面にさまざまなグラフィック
パターンの装飾を施すことで記憶

（心象風景）を具現化した。内部
空間に漂う存在感を消したオブ
ジェが「透明性」と「軽さ」を強調
する。その緻密な手作業と集中力
に、ファッション的感受性が見て
取れる。（講評：藤原俊樹）

原っぱを駆けずりまわり、秘密基地をつくり、
屋根やハシゴにのぼったり・・・。誰もが思い出
す懐かしい少年時代の記憶。日常からちょっ
と離れたワクワクドキドキした風景。平田の
作品は、原っぱに沢山の「ハシゴ」を並べるこ
とにより、さまざまな情景をつくり出した。単
純なユニット=「ハシゴ」を縦横に何パターン
も組み合わせることから生まれる新しい空間
構成。「ハシゴ」という機能を超え、見るもの
に林の中や連続する線路や子供の遊具など
のイメージを喚起させる。（講評：藤原俊樹）

担当講師

Aクラス　稲垣留美／藤原俊樹
Bクラス　内田 繁／藤原俊樹
Cクラス　北岡節男／大松俊紀
Dクラス　河﨑隆雄／大松俊紀

基礎デザイン （空間演出）
昼間部1年生（後期）

課題内容

遊園地
1年生は、2年次にそれぞれ希望の専攻（スペース、ファッション、プロダクト、
ヴィジュアル）に進む前に、すべての基礎となるデザイン演習（平面、立体）を1
年間学ぶ。この「空間演出」という授業もその一つである。今回は「遊園地」とい
うテーマで、20m×30m×（高さ自由）の空間を自由にデザインする。空間をデ
ザインするということは、空間を通して何らかの感覚を人に与えるもので、心理
的作用と切っても切り離せないものである。「遊園地」という人間本来が持つ欲
望の一つの「遊び」を通して、どのような心理作用を人に与えられるか? そのた
めにも「遊園地」というテーマはできるだけ拡大解釈されることが望ましい。
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余生を過ごす動物と子供好きのおじいさん4人が住んでいる。家の周りには学校が多いため、学生
の集まる場所の提案を考えた。動物の種類は、ぞう、きりん、くま、ぶた、うさぎ、いぬ、らいおん、と
り、さるの9匹で、この9匹を角張ったシルエットで表現し、抽象化した。動物1匹1匹をそれぞれの
特徴に合わせた用途の部屋にする事によって、部屋ごとに親近感と分かり易さを持たせる。

安住 陵
 ［zoo house］

担当講師

遠藤幹子 

住環境デザイン2A
昼間部2年生（前期）

課題内容

しあわせな住居
学生にとって初めての建築設計。前半は「しあわせな暮らし」をテーマにグ
ループで世界各地の様々な住居様式をリサーチし、その魅力を図面や模型、ド
ローイングによって伝えるトレーニングを行いました。彼らが調べた様々な住ま
いの知恵は多様で魅力的で、全員にとって実のある学習となりました。後半は
各自が住宅設計を行いました。都内の実際の敷地を与え、学生は４人の住人を
設定した上で必ず、「しあわせな暮らしのために、私はこれが必要だと思う」と
いう意見を掲げさせ、それを実現する空間を提案させました。しあわせという
普遍的なテーマ、世界を知ること、そして「私」という判断軸、今の建築界に不
足する力強さを教えられたならと思います。

1階平面図　　first  floor  plan.      

10 2 3 4 5 6 7 8 9 10M

2階平面図　　 the top floor plan.    

1

2

2

2

2

3
3

4

5 5

8

6

1.　駄菓子屋（ぶた）
2.　寝室（くま、いぬ、さる）
3.　リビング（とり）
4.　キッチン（らいおん）
5.　トイレ（うさぎ）
6.　バルコニー（くまの手）
7.　ベランダ（ぞうの上、くまの上）
8.　お風呂（ぞう）
9.　階段（きりん）

7

7

9
9

1階平面図　　first  floor  plan.      

10 2 3 4 5 6 7 8 9 10M

2階平面図　　 the top floor plan.    

1

2

2

2

2

3
3

4

5 5

8

6

1.　駄菓子屋（ぶた）
2.　寝室（くま、いぬ、さる）
3.　リビング（とり）
4.　キッチン（らいおん）
5.　トイレ（うさぎ）
6.　バルコニー（くまの手）
7.　ベランダ（ぞうの上、くまの上）
8.　お風呂（ぞう）
9.　階段（きりん）

7

7

9
9

1階平面図　　first  floor  plan.      

10 2 3 4 5 6 7 8 9 10M

2階平面図　　 the top floor plan.    

1

2

2

2

2

3
3

4

5 5

8

6

1.　駄菓子屋（ぶた）
2.　寝室（くま、いぬ、さる）
3.　リビング（とり）
4.　キッチン（らいおん）
5.　トイレ（うさぎ）
6.　バルコニー（くまの手）
7.　ベランダ（ぞうの上、くまの上）
8.　お風呂（ぞう）
9.　階段（きりん）

7

7

9
9

学校の通学路を通って、駄菓子
屋（ぶた）を利用する。

1.　駄菓子屋（ぶた）
2.　寝室（くま、いぬ、さる）
3.　リビング（とり）
4.　キッチン（らいおん）
5.　トイレ（うさぎ）

6.　バルコニー（くまの手）
7.　ベランダ（ぞうの上、くまの上）
8.　お風呂（ぞう）
9.　階段（きりん）

　　

模型写真

リサーチ

移動と組立ての合理的な知恵が、人々に愛されるこの家の形を決
めていった（北米・ティピ）

樹上８mに暮らす奇跡。森での暮らしは迫害から逃れる術でもあった
（パプアニューギニア・コロワイ族、タイ北部・カレン族）

屋根葺きでつながる共同体。この美しい屋根は豪雪地帯で村人が
結束して生きる象徴でもある（日本・白川郷）

タテヨコ２種類の穴ぐら住居。奥へ奥へ掘り進み、安心の居場所を
つくる（トルコ・カッパドキア、チュニジア・マトマタ地方）

ときに住居は、自らのアイデンティティーを示すアイコンにもなる（南イ
タリア・アルベロベッロの屋根に描かれた宗派シンボル）
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土間の家で「抽象化された"にわ"」であ
る土間に、ダイニング、水回りなど生活
に必要な空間が置かれていることに注
目し、新しく設計する家にも"にわ"を導入
した。大窓から見える高原の豊かな自然
と土間の家、公道に面し誰でも立入るこ
とのできる"にわ"に囲まれることによっ
て、家族のための場所であるリビングが
周りの自然と一体化する。自然にさらさ
れた生活空間は、人間の生命力、生活
力の強さを試す場となる。

『未完の家』の一番の特徴である亀裂の空間には「連続性を喚起する」
「外部を取り込み、閉鎖的なキューブに開放感を与える」という意図
がある。『連続の家』の縦の亀裂は中庭を貫通しながら、2つの住宅を
連続させる開放的な動線となるように考えた。また亀裂と同じ幅で外
形のキューブ立面を囲む横長の窓は、照明を灯すことにより「キューブ
の内部を発信する」亀裂という意味合いを持たせている。

赤井陽子
 ［にわの家］

吉本 渚
 ［連続の家］

担当講師

大松俊紀 

課題内容

ふたつの住宅論
過去に桑沢でも教えていた建築家、篠原一男の住宅研究を通して戦後の住宅
史を学び、最終的には新しい住空間を提案することが目的である。まず「住宅
論」を読むことから始まり、各自担当の篠原住宅の模型と図面によるトレース、
空間分析、上原通りの住宅など見学、そして最後に篠原住宅の隣に、ある都市
環境下で新しい住宅を設計するという課題である。課題の目的は、篠原一男
の住宅デザインをコピーすることでは決してなく、あくまで現代の「住空間」に
対する問題意識を明確にすることである。

住環境デザイン2B
昼間部2年生（後期）

にわの家の入口から土間の家を見る

連続の家の入口

連続の家の亀裂から未完の家の
亀裂を見る

連続の家の中庭連続の家の亀裂を見上げる

地下の吹抜け空間 土間の家から「にわの家」を見る

ダイニングから入口の「にわ」を見上げる
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キャプション

礒ヶ谷まゆみ／河内友里恵／
立場 糸／本田真悠／
山本容子／横川絵美子
 ［体感時間をコントロールする家］

現代人は常に時間に追われており、住宅の中でも時間の短縮が余儀なくされる。しかし
人の体感時間は必ずしも時計どおりには進んでいない。時間の流れの速い街「渋谷」を
観察し、そこから汲み取った「速い時間」をあえて住宅の中に取り入れることで、ゆった
りとした体感時間が際立つと考えた。中央の廊下の空間形態により同じ空間なのに、朝
は「速い時間」を、夜は「ゆったりした時間」を体感できる住宅だ。

担当講師

渡邉健介
渡辺真理
木下庸子

住環境デザイン3A
昼間部3年生（前期）

課題内容

ミライの住宅
課題は二段階で構成された。第一段階は住宅の過去と現在、未来を、食事・睡
眠・入浴・排泄・仕事・団欒の6つの生活シーンに分けてリサーチした。実際には
時間軸だけでなく、世界各国の住宅事情や、その行為を支える備品、もしくは
宗教・風俗など多岐にわたるリサーチ結果が生まれた。第二段階では、第一段
階のリサーチを元に「ミライの住宅」を構想した。「ミライ」としたのは、現在の
延長にある未来だけはない、新たな住まい方、住宅像を求めたためである。部
屋単位ではなく各行為に対して空間を付与した案、都市を取り込む案、備品の
移動で違った生活シーンが展開する案など、こちらも多岐にわたる「ミライ」の
提案がなされた。

平面図

外観

内観
断面図
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インテリアデザイン2A
昼間部2年生（前期）

担当講師

藤原俊樹

課題内容

20 CHAIRS  DISPLAY
インテリアを初めて学ぶ前期は、具体的な店舗のデザインから入るのではな
く、インテリアの基礎を養うために『関係のデザイン』について「空間造形力」
の演習を通し学ぶ。まず、空間キーワードにそって、「仕切る」ことから始める。

「椅子の展示空間」をテーマに任意の壁によって「仕切られた」空間をデザイ
ンする。10m四方の空間に引かれたグリッドを基準にした縦横斜めのライン
に沿って壁のレイアウトを決定し、20脚の椅子の美しい展示空間を創出する。
「仕切る」ことから、ヒトとヒトとの関係、ヒトとモノとの関係、ヒトと空間との関
係、空間とモノとの関係が生まれることを認識させるとともに空間の心理作用
を感じてもらう基礎訓練である。

先崎茂晴
 ［CHAIR KINGDOM］

その昔、椅子は階級や権力の象徴とされていた。私たちが
日頃から使用している椅子よりも高い位置に展示することに
よってそれらを表し、前代の記憶を再び蘇らせ再生しようとし
た。また、什器の内部を鏡張りにしたことで、椅子の前後上
下左右を一点から見ることができ、椅子の新たな価値を見い
だせる展示となっている。一見、迷いそうであるが、CHAIR 
KINGDOMというタイトルの通り、椅子の王国に迷い込んで
もらうのも狙いの一つである。
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担当講師

藤原俊樹

インテリアデザイン2B
昼間部2年生（後期）

課題内容

感覚世界のインテリア
「弱さという感覚世界から生み出されるデザインする」というテーマで課題を
与えた。デザインを考える上で、「弱さの感覚」は重要なキーワードとなる。各
自が「弱さとは何か……」を考察し、発想のヒントとした。まず「弱さの感覚」
のイメージ言語として、微細性、可変性、浮遊性、不明瞭性などの言葉をキー
ワードとして使いながら、感覚をかたちにするインテリアデザインを考察した。
次に100枚の「感情」のイメージスケッチを描くことによって、各自がこれから
空間デザインに展開できるヒントを発見していく。人間のこころを対象とした
デザインとは何かを考える授業である。

衣服は人間を形あるものにす
る。同時に、人間は衣服を着る
ことで何者かになってしまう。で
も、何者にもならないために着
る服があってもいいはずだ。一
階ホールには、溶けて形を失っ
た人間の像が並ぶ。その像が
身にまとうのはやはり、ほつれ
て形を失った衣服だ。階段を下
り、地下へ向かうとその像が什
器の一部となった売り場が広が
る。人間と共に溶けてしまった
服が、もう一度、形あるものとし
て再結晶し、売り場に並ぶ。

赤井陽子
 ［melt:re］
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関口葉子
 ［the one that silence brings.］

「静寂がもたらすもの」をテーマに、silence
（静寂）・minuteness（微細性）・faint fear
（かすかな恐怖）の三つの要素を感じる写真を
集め、スケッチを描き、それらをイメージソース
に空間をつくりました。この空間は、部屋の中央
に大きく長い階段があるのですが、それは左上
のドアにつながっておらず、そこから出ることは
不可能です。一見すると何でもない部屋が、ふ
とした瞬間静かな恐怖に変わる、そんな感覚を
空間で表現しました。

イメージスケッチ

課題内容

感情のステージ
デザインと脱日常性を考察する課題である。

「脱日常的感覚とは何か」を考える場合、必ず「人間とは何か」を考えなければ
ならない。そのためには、人間の心＝感情を洞察・考察することが重要である。
人間は、時には穏やかな日常と反対の脱日常的感覚を求める。
　感情をゆさぶられたビジュアル資料を収集した後、各々100枚の感情イメー
ジスケッチをもとに、200本の半透明のストロー材を使用しコンセプトモデル
を作成する。最終的には安物ではない、脱日常的感覚の本質まで掘り下げた
インテリア空間をデザインする。

担当講師

藤原俊樹

インテリアデザイン3A
昼間部3年生（前期）
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担当講師

内田 繁
水谷雅文

エレメントデザイン2A
昼間部2年生（前期）

高層ビルの乱立する東京において、人は休むことを知らないかのように動き続ける。24時間
の中に一人きりで何かを考え、何かを眺め、何かを想う時間を、果たしてどれだけ持つことが
できているのか。その疑問から、私たちは憩うことをテーマに制作した。無機質な高層ビルの
谷間。行き交う人々のなかに止まり続けるオブジェが仕切る空間において、人は自らの領域を
確保し、自分の世界を作る。自分自身と対峙することで、日々の忙しさに埋没されてきた意識
を見つけ、日常に変化をもたらす。

私達は「憩い」をテーマに、茶屋の店先に並んだ
番傘のように、他人同士でも気軽に集まって休め
るような空間を作ろうと考えた。番傘とは一本の
柱に支えられた覆いであり、求心性の強い空間を
作り出すものである。また、樹木は人間が古くから
慣れ親しんできた覆いであり、番傘と同じシンプ
ルで力強い形体は、求心力だけではなく、安心感
をも生み出す。さらにその「こもれび」は、人間に
精神・身体的に安らぎを与えるものではないだろう
か。

滝原梨沙
馬場麻由香
浜原杏理紗
藤井菜摘
正木洋平
 ［Consider things］

阿内節志／赤井陽子／安住 陵／
荒川麻美／江尻有希
 ［こもれび］

課題内容

生活の三様態
憩う・食べる・学ぶという「生活の三様態」テーマのもと、これらの様態にともな
う空間を、移動可能なもの――椅子、テーブル、エレメントオブジエ――で構成
することを課題づけた。それぞれのエレメントに偏らず３つのバランスを空間
の中で捉えること目指した。実物製作ということで、グループ内で役割分担を
し、材料の一部を業者に発注しながら組立・仕上げを行なった。講評終了後、
ギャラリー・ルベインでの展示を行ったことで、外部からの評価を直に感じるこ
とができ、学生にとっては大きな刺激を受けることとなった。
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担当講師

長岡 勉

エレメントデザイン2B
昼間部2年生（後期）

高橋彩華
 ［代々木公園の謎］

太古の生物が息づいていた場所…代々木公園。ある日、園内に謎の生物の骨が発見された。そし
て、それは人々に新しい居場所を与えることになった ──。体の骨はアーチの道になっており生物の
体中を歩いているような感覚を味わえる。頭の部分は登ったり、滑ったり、落ち着いたり、眺めたり、
遊具として使用できる。またアーチの道は代々木公園に新しい動線を生み出す。

課題内容

公園に居心地の良い場所、楽しい場所をつくる
人が居心地が良いと感じる場所はどういうところだろう？ どのような要素が
人々を気持ちよいと感じさせるのだろう？ また、自分が居る場所と、そこから繋
がっていく場所が、どのように関係づけられていくと、つくったものが風景の一
部になっていくのだろうか？ 人の居場所と風景を連続させるものをリサーチを
通して発見し、学習し、提案していこう。そうして提案された場所を、どのよう
にしたら人に伝えることができるのかを考えよう。最終の成果品としては、絵本
をつくる。自分が構想した世界をどのように人に魅力的に伝えることができる
かを、絵本という形を使って考えてみよう。
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メイキングプロセス

赤間萌美
 ［caterpillar］

八木橋妙子
 ［coco］

人がモノに向かうのでは
なく、モノが人に向かって
くるような、そんな人懐っ
こい家具をつくりたいと
思った。人がそれを抱きし
めると同時に、家具も人
に巻き付き身体を抱きし
めてくれる。その優しい肌
触りと温もりに、心地よさ
を感じる。自分に懐くペッ
トのようなこの家具に、人
は自然と愛着を持つだろ
う。

小さい時、動物に乗って
空を飛んだり走ったりす
る映画が大好きだった。
今でもその夢はおぼえて
いる。大人になっても忘れ
られない夢を「身体を預
ける場所」として考えた。
cocoは他にふたつの顔
を持っている。起き上がり
こぼしのようにくるくる回
り、syusyuとtokoという
イキモノが隠れている。自
分にあった、身体を預ける
イキモノをみつけて、遊ん
であげて欲しい。

担当講師

藤森泰司

エレメントデザイン3A
昼間部3年生（前期）

課題内容

身体を預ける道具／家具から空間へ
「家具」は、あまりにもあたりまえのものとして常に日常に横たわっているが、
そのありようは必ずしも固定的なものではない。かつての日本人の暮らしが

「椅子」を必要としていなかったことを考えてみても、それが常に変化してゆ
くものであるということが理解出来るだろう。この演習では、「家具」を椅子や
テーブルといったアイテムとしてではなく、「身体を預ける道具」としてより自
由に捉えていく。言い換えれば、極めて日常的な道具である「家具」を通して
空間／環境へ向かうこと、自らが生きる場所へどのように身を置きたいか、と
いうことを考えていく。
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馬場麻由香

フューチュア・システムズ「セルフリッジズ」の形をしたパウンド
ケーキ。表面を覆うアルミ円盤が、菓子材料のアラザンに置き
換えられている。

現代建築論
昼間部2年生（後期）

担当講師

磯 達雄

課題内容

建築スーベニアをつくる
実在する建築をモチーフにしてスーベニア（おみやげ品）をつくってもらうとい
う課題を今期も実施した。単に建築の外観を縮小するだけでなく、その形や素
材などから特徴をつかみ出し、そこから何か別の用途を発想し、商品として再
構成する。できてしまった形からプログラムを逆算するこの手法は、一種の「リ
バースエンジニアリング」である。この課題を体験することによって、建築を設
計するという行為が、必然性と恣意性の両方を兼ね備えたものであることを学
んでくれたら本望である。今期も衣服、食品、文房具など様々な商品の提案が
揃った。そのなかから興味深い作品を紹介する。

若松 海

ダニエル・リベスキン
ド「ベルリン・ユダヤ
博物館」のネクタイ。
特徴的なジグザグの
平面を刺繍するだけ
でなく、パッケージに
も用いている。「折
れ曲がった形こそ美
しい」というネクタイ
の新しい見せ方を提
案している。

佐川まりの

草柳聡司

吉本 渚

KAJIMA DESIGN「出雲ドーム」の屋根構造を模したスカート。

丹下健三「東京カテドラル聖マリア大聖堂」の屋根伏せがワー
クブーツの底に転写されている。

レム・コールハース「CCTV」を模したネックレスと伊東豊雄「中
野本町の家」を模したリング。最小化された建築。

末本さわ子

阿内節志

レム・コールハース「CCTV」を枕に。「レム
睡眠のときにいい夢が見られる」とのこと。

リートフェルト「シュレーダー邸」の色と分割
パターンを引用したクロック。
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栗田志保
 ［ふじようちえん］

山本容子／横川絵美子
 ［北京を動かす
 マイクロチップ］

ドーナツ型の「ふじよう
ちえん」の6つの特徴を
ドーナツのトッピングで
表現した作品。特徴と
は3本の大木を残し、建
築の中に取り入れたこ
とや、ソフトな仕切りと
しての家具、裸電球の
あかりで子供達の居場
所が特定されているこ
となどを指す。ロゴは園
内で遊ぶ子供達の楽し
そうな様子をイメージし
た。タイトルは平がなに
し、子供たちにも「この
幼稚園に行きたい！」と
思ってもらえるよう願い
をこめた。

キャラクター：デジタル・
ベイジンが五輪を表した
５つの丸を線で結んで
いる。この建物がオリン
ピックを支え、都市へ情
報を伝えていることを表
した。口元は、情報の伝
達をスムーズにこなす
知的なスマイルをして
いる。
ロゴ：外観の特徴的なラ
インだけを抽出した。一
見バーコードのようにも
見えることから、「情報
のデジタル化」という特
徴を認識させるという
狙いがある。

スペースメディア論3
昼間部３年生（前期）

担当講師

南後由和

課題内容

建築のロゴ・キャラクター
広告やグラフィックデザインの仕組みを学びつつ、建築の魅力を社会に伝達、
流通させる道具を編み出すことを狙いとした。これは、メディアとしての空間
と、メディアのなかにおける空間との関係を捉え、三次元の空間を二次元の視
覚表現へと翻訳する試みでもある。課題では、建築物の形態的特徴（意匠・素
材）、コンセプト、コンテクスト（場所性・社会背景）などを読み取る段階を経て、

（1）ロゴ、（2）形態的特徴のデフォルメおよびアナロジーによるキャラクター、
（3）キャッチコピーを作成した。たとえば、市役所や美術館のロゴ・キャラク
ターは、封筒などの印刷物に活用できる。
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最終形態の実験１
（お湯をそそぐ）

最終形態の実験３
（濾過されたお湯）

最終形態の実験４
（実験結果全体）

絞り口 （器をつくる）

最終形態の実験２
（お湯により溶けた粘土）

吉井直美／吉本 渚／若松 海
 ［構造実験 
 ── 積層からタピオカへ］

五月女美由紀／高木留可／高橋彩華
 ［クレイボール］

私たちはいろいろな素材を試
した結果、えびせんの意外な
接着力を発見しました。そこ
で成分を調べてみるとタピオ
カ澱粉が含まれていた事が
わかり、今度はタピオカを使っ
ていろいろな実験をしてみる
ことにしました。粉状のタピオ
カ澱粉を繊維状に重ねたり、
丸いタピオカの粒によってで
きる幾何学的なパターンや茹
で時間による変化などの実験
を繰り返しする事で、トラス構
造の配列の必然性などたくさ
んの発見を学ぶことができま
した。

ボールを型に、クリームの絞り口で粘土を絞り出して、線材を集めて器を作った。
シリコンを混ぜたり絞り口を変えたりすることで粘土同士のくっつきが良くなり、
下の受け皿は水を通さない密度で上のフィルターの支えの部分は隙間の多い波
線でも成り立ち、見た目も華やかになった。フィルターは水分の多い粘土を乾燥さ
せ薄いシートをつくり、一定時間、水をとどめた後に崩れて落ちる、時間の経過を
感じさせるつくりにした。

モデル
昼間部2年生（後期）

担当講師

鳴川 肇

課題内容

水漏れしない模型
この課題は、普段机に向かいデザインを考えるフリをしている学生に洗い場で
水浸しになりながら、物を支える形、水漏れしない接合部をデザインさせるもの
だ。ブルーシートを敷き、バケツと雑巾を用意し、普段とは違う雰囲気の教室
で模型の検証を重ねた。つまり柱梁構造などの原理を一律に教えるかわりに、
学生達の模型に構造と構法に関する助言をし、建築の構造を自発的に学んで
もらうという考えだ。
課題１：一輪差し（静止した水）
1Lの水を蓄える構造と花を観賞するための形態を作る
課題２：コーヒーフィルター（流れる水）
熱湯をひとたび蓄え、ろ過する流れを制御する形態を作る

繊維状に加工したタピオカ
シートを積層させた結果、粉
を通さないフィルターを作る
事に成功した。

タピオカの大きさ、茹で時間による隙間の変
化を考察した。

マシュマロを練って密度を上げ、容器を
作る事ができるかの実験。

えびせんをなめた時の吸着力から、えびせ
んと水だけで造形ができる事を発見。

面材である布を積層さ
せ、重みだけで隙間をな
くした容器を作れるか
の実験。

強力に接着する事がわ
かったえびせんで、水を保
持する容器を作る実験。

熱によって軟らかくなるミルキーで、水
を受ける容器を作れるかの実験。

１つのタピオカの周りを６つのタピオカがぴっ
たりと囲み、幾何形態が必然的に強い構造
を持っていると実感した。
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山内 輝
 ［祈り］

誰もが自分の生きる時間・空間において主人
公であり監督である。ただ道を歩くとしても、
回想シーンのように時系列を変えることも、
カットインのように頭の中の別の空間に飛ん
でしまうこともできるはずだ。物語をデザイ
ンの中心軸とするのなら、そんな心の内をデ
ザインすることが出来るのではないかと思
い、友人Bとの別れを意識して制作にあたっ
た。

担当講師

藤原俊樹

空間構成
夜間部1年生（前期）

課題内容

20m Story
20m×15mの空間に入ってから出ていくまでの時間をデザインする課題であ
る。この課題の意図は第１に、入ってから出て行くまでの空間における「時間
をテーマとしたデザイン」。第2に、状況により変化する人の感情、行動、行為
など空間における「人間の行動デザイン」。第３に、情景を構成する要素とし
て、空間における「エレメントのデザイン」である。空間のデザインにおいて物
語は重要である。20mの空間における物語（ストーリー）を文章化し、その情景

（シーン）にそって具体的にかたちにしていく。
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都市に存在する無数の闇――ビルの隙間から見上げる空はとても美しい。ビルが乱立する渋
谷では美しさがより一層際立ち、神秘的でさえある。隙間の幅は1m。縦横無人に動きたい為、
階段はX構造に。踊り場は動線の起点であり、居住スペースになる。圧迫感のあるインテリア
には、木漏れ日の陰影による寛ぎと広がりを。リビング端には寝転がれるスペースを。そこから
広がる「ボクダケノソラ」。この騒がしい土地で自分だけの空間を得る。誰も見向きもしない、
都市の闇を利用して。そんな皮肉をそっと加えて。

裏原を敷地に選んだ。傾斜の多い路地を挟んで、建物が縦に展開していて道が暗い。しかし、裏原
の特性から人は陰りを楽しんでいるように見える。burancoを降ろす。その下には陰が落ちて、揺
れるたびに動く。その影に住む。風が吹いたり、人が通ると屋根が揺れる。揺れると光の入り方がか
わる。隠れる場所が変わる。それに合わせて住み手は暮らし方を試行錯誤する。生活に変化を与え
るのは自然現象だけでなく、その土地を共有する他者の存在だと思った。

勅使河原 豊
 ［ボクダケノソラ］

中村聡子
 ［buranco］

住環境デザインA
夜間部1年生（後期）

担当講師

福島加津也

課題内容

小屋と住宅の間 1日～1年の住処
今年度の住環境デザインの共通テーマは「時間」であった。この課題が受け持
つ1日～1年という期間は住宅や建築とするにはかなり短く、家具やインスタ
レーションとしてはすこし長い。そんな時間のために「住処」を設計することに
しよう。それは小屋でも住宅でもなく、ちょうどその間にある最小限の居住空
間のようなものだ。この「小屋と住宅の間」の隙間から、家具やインテリア、住
宅という既成概念にとらわれない、人が住むことの初源を見つけ出して欲しい。
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住居部分を見上げる

住居部分内部

大きなKASAの下 住居間の庭

ダイニングからはなれを見る はなれとの間のにわ

梅津ケルン
 ［KASAの家］

小幡早織
 ［はなれ］

50年先の未来にも支持され
るためには必然と建築の長
寿化が求められる。そこで
地域に広がり、開かれ、地域
住人に利用されることで構
造•素材とは別な意味での
長寿化をはかる。敷地内の
エリアを3種類に分けること
で、他エリアの人同士の交
流が濃密となる。テンション
屋根「KASA」は住宅を守
り、支柱は知人同士で共有
するようになる。「KASA」
は人の交流で大きくなり次
第に地域全体に広がる。この

「KASA」は人の関係を示
すシンボルとなる。私も母も看護師であるためかお互い

の健康のことなど目についてしまう。
無理をしていないか気にし合ってしま
う心配性の家族である。1人暮らしの
今の方が気楽だと感じることもある。
この課題では両親と共に暮らす家とし
て「家族の距離」を考えた。私の作業
部屋を「はなれ」として別にとり、干渉
しすぎないことでよい関係性を保てる
ようにした。「はなれ」上部に窓をとり、
室内のあかりによって、寝ているのか
など両親にもわかるようにした。

住環境デザインB
夜間部2年生（前期）

担当講師

大松俊紀

課題内容

時間と（住）空間
夜間部住環境デザイン全体でのテーマである「時間と空間」を元に、2つ課
題で住空間を探求した。1つは、桑沢に在籍する2年間だけ自分の両親と過ご
すマンション空間の設計。もう1つは、コンペでもあったが、「50年デザイン住
宅」の設計。住空間を、単なるデザイン性（形や機能など）などで捉えるのでは
なく、定められた「時間」で捉え、その時間にふさわしい空間を設計するという
課題。我々実務設計を行う者にとっても、例えば、50年後の住宅の有り様を想
像して設計できるかというと疑問でもあった。
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プレゼンテーション

羽田佐智子
 ［Gocha maze Theatower （ごちゃまぜシアタワー）］

「渋谷」は何でも欲しいものが手に入る「ごちゃまぜ」な街だ。しかしながら映
画は決まった場所・時間にしか上映されない。見たい映画が好きな時に見ら
れるこの映画館こそが、自由な街「渋谷」にあるべき映画館の姿なのだ。15
個のシアターでは、それぞれ1～3名が鑑賞出来る。制限敷地が8坪と狭いの
で、縦に建築を展開。鑑賞スペースを確保した。

上山友子
 ［R18］

渋谷のセンター街に1本の樹を植えました。そこは子供の遊び場のような、大人の為だけの空間。本棚になった
幹と螺旋状のハンモック。ツリーハウスの様な、童心に帰ることができる絵本の図書館です。狭く区切られた漫
画喫茶やカフェに息苦しくなったら登ってみてください。子供心に戻って街を見下ろせば、少し違った渋谷が見
えるかもしれません。

インテリアデザインA
夜間部1年生（後期）

担当講師

北原摩留

課題内容

渋谷に8坪の常設空間
居酒屋チェーン「つぼ八」の店名は、1号店の店舗面積が8坪だったことに由
来するそうだ。8坪（≒26平方メートル）という面積は決して広くはないが、高
密度に集積した都心部においては貴重な空間であり、どんな業態でも工夫次
第で十分に成立する広さであることを意味している。今回は、桑沢デザイン研
究所のお膝元・渋谷をフィールドワークして徹底的にリサーチすることで、渋谷
における現状の課題を各自が見出し、限られた面積の中でその解決を図る提
案を求めた。サイトリサーチ→問題発見→分析→問題解決という、一連のイン
テリアデザインのフローを体得することを目指した課題といえる。
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インテリアデザインB
夜間部2年生（前期）

担当講師

中山定雄

課題内容

商環境プラットフォーム‘09
渋谷の実際のサイトにおいて、ロードワークや取材、歴史などの調査をおこな
い、独自の観点から空間デザインを構築する。鉄道がらみのサイトは周辺との
リンクや交通の交錯、複雑な人の動きや、営みの特殊さなど、注目すべき点が
多い。今年はガード下にサイトを設定したが、渋谷の文化構成を紐解くと渋谷
の表裏や、エリアのマジョリティとマイノリティ、人物のバックグラウンドの影な
ど、センター街で目撃する華やかな世界観とは異なる渋谷が随所に点在する。
個性的なリサーチの融合によって独特の理論や分析がうまれ、あたらしいコン
セプトの空間が実現できた。（special thanks：東急電鉄のみなさま）

プレゼンテーションボード

チームS
　佐々木達也
　澤木美統
　澤野真友美
　椎野将志
　下山真衣
 ［it's a small world］

渋谷は多国籍な街。様々な国
籍の外国人が行き交う。そこ
で私たちは、彼らの存在をポジ
ティブに捉えてその食文化を
体験できる商業施設づくりを
目指した。イメージしたのはシ
ベリア鉄道。旅の途中、沿線の
食を楽しむように、ここでは各
国の料理を体験できる。外国
人の国籍、人口、料理店の数
などのリサーチから店舗を決
定。昼間は弁当を提供。夜間は
飲食店となるが、ガード下の騒
音が、あたかも異国を旅してい
るようなライブ感をもたらす。
国々の地形図を利用して施設
内のフロアレベルを設定、各国
の時差をヒントに照明にも強弱
をつけるなど工夫した。

プレゼンテーションボード

チームTENGA
　松尾律子／宮宇地 賢／山口清純／横田和希／横山真二郎
 ［高架下の経済効果］

30余りのマッピングデータの中から、サイトの特徴を抽出。Return ／ Refresh ／ Re-birth ／ Re-mix ／ 
Recruit & Escapeというサイト周辺利用者のニーズを適える5店舗をデザインした。店舗デザインを行なうにあ
たり、時間貸駐車場の平均単価をもとにオリジナルの方程式を作成、各店舗の面積、FLを決定した。この結果をも
とに、実際の硬貨を1／50の模型のなかに並べ、それぞれの店舗ゾーンを決定している。
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平川 愛
 ［partition］

 ［original chair］

佐藤慶一
 ［ロールシャッハ］

伸縮性のあるジャバ
ラ、床に収納可能な
パーテーションを考え
た。フラットな空間を
囲いを作る。だしたり
しまったり。開いたり
閉じたり。

天井と床に拘束され
たポール360度回転
するポール、2つの要
素でこの椅子は成り
立っている。どちらか
1つでも欠けると、こ
の椅子は自立しない。
束縛された自由。

生活の中で空間に発生する様々な「段差」
に、人は腰かけ、台として使い、また「段差」
を集合させることで異なる階への移動の手
段としました。いつしかそれらの機能が独立
して役割を果たすようになった時に家具が
生まれたのだとすると、「段差」の集合はあ
らゆる家具へと分岐する可能性を秘めて
いると感じます。そこで空間に宙に浮いた
階段が現れるような構成をデザインしたい
と考え、自立し持ち運べるといった家具の
ルールの中で実現できるよう、鏡を用いて
デザインしました。

イメージスケッチ

エレメントデザインA
夜間部1年生（後期）

担当講師

浅野泰弘

課題内容

椅子／宇宙のエレメント
エレメントデザインとは、単体の家具デザインではなく、広く捉えて、空間の要
素としてのデザインだと解釈している。授業の前半は紙の造形を基本に、発想
を拡げる訓練としての授業をしている。昔からあるオビカラクリやジャバラ折り
などの基礎造形の言語を使い、如何に空間と家具というテーマと結びつける
のか、またその過程から導き出される従来にない新しい発想とアプローチを探
る。後半は名作椅子の模型を忠実に作る作業を通じて、最終課題としては、オ
リジナルな発想を元にした椅子のデザインを提案させている。
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片根嘉隆
 ［mimi］

陣内裕子
 ［おりがみいす］

子供の頃よく遊んだ、おりがみ。それは今で
も記憶に残っていて、ふとしたときに懐かし
さにも似たような優しく温かな感覚を与えて
くれる。この「オリガミイス」は、そんなおり
がみの持つ親しみやすく柔らかな雰囲気と、
形の持つ繊細さの中にも強さを兼ね備えた
特徴を併せ持った椅子。手に触れたとき、ふ
と目にしたとき、何気なく座ったとき、機能
性を超えて目には見えないなにかを与える
ことのできる存在になるだろう。

学校生活において頻繁に椅子を動かすこ
と、身体が椅子に長時間接しているとい
う二点に着目している。寸法は出来る限り
JIS規格に近い数値をとっている。椅子の
上部にスリットを設けることで、手に取って
椅子を運ぶ動作を誘引すると共に、椅子に
軽やかさが生まれることで、気持ちを楽に
することができるのではないかと考えてい
る。スリットの形状と、愛着をもって椅子に
接してほしいという思いから、mimiと名付
けた。

エレメントデザインB
夜間部2年生（前期）

担当講師

堀岡 勝

課題内容

ショウガッコウのイス
椅子をデザインすること。それは人間の体重を支えるという条件だけではな
く、快適性さらには優美性をも考慮しなければならない。課題は小学生が学校
で使うスツール。使用目的や場所など、必要な条件を各自整理し、原寸図製図
および実物を製作するというもの。学生達には机上の論理を超え、1分の1の
素材と格闘することによって、意匠と構造のバランスを肌で感じとってもらうこ
とを期待した。素材の選択や部材構成から生じる構造的制約を乗り越え、悪戦
苦闘の中から独自のデザインを自らの手で作り出すというチャレンジは、彼ら
にとって有意義な経験となったに違いない。完成した作品は、実際に子供達の
眼で厳しく評価してもらった。（※p.88に講評の様子）
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プレゼンテーションボード

営業用名刺 事業計画表

プレゼンテーションボード

佐藤慶一
 ［事業計画──10年後の独立を想定した
 事業計画案、資金計画］

中村聡子
 ［COUNTRY HOUSE DESIGN］

自らのデザインを詩的なデザインという言葉
で修飾することで、他のデザイナーとの差異
化を図ります。紙面は作品の画を中心に粗密
を意識して構成し、名刺にはそれらの画をイ
メージさせるグラフィックで名前と作品が一目
で繋がるよう意図しました。

お施主様が知らない土地に新築する── そんな場合に特化した設計事務所です。仕事で東京を離れられない施主に代わ
り、土地の雰囲気を調査して条件にあった住みやすそうな所を探す。居心地のいい土地に引っ越してもらうため、地元の人と
事前にコミュニケーションを取って受け入れ体制を整える。そんな事をしているうちに蓄えた土地柄や文化を踏まえて家をデ
ザインさせてもらうという、ギブ&テイクな事できないかなと思って作ったパンフレットです。

デザイン論
夜間部1年生（前期）

担当講師

森川嘉一郎

課題内容

将来の自分の職業をデザインする
30歳になったときに独立した事務所を構えることを想定し、その営業用チラシ
のかたちで将来の職業像をデザインするという課題。裏面には資金計画表と
収支計画表を付け、それが職業として成り立つことを裏打ちする。また、名刺
を作って添付することにより、屋号と肩書きをデザインする。その時、仕事を取
れるようにするためにどのような特色を打ち出すかが問われる。
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イベント紹介

昼間部2年生「住環境デザイン2B」（p.50）
を再編集し、展示したもの。数々の篠原住宅
への取材内容も展覧会に合わせて編集され、
カタログとして会場で配られた。また会場で
は、施主へのインタヴュー映像も流された。
　25日午後には、6階アトリエで建築家・入江
経一（篠原研卒、岐阜県立情報科学芸術大学
院大学教授）、鈴木明（神戸芸術工科大学教
授）、大松俊紀（桑沢デザイン研究所専任講
師）の3者による鼎談が行われた。入江氏は篠
原の当時の様子を生々しく、かつ冷静に分析
し、篠原の建築のつくられ方を自らのスケッチ
を交え話してくれた。一方、鈴木氏は、篠原の
住宅作品を多く撮り続けた多木浩二氏の存在
の重要性を話してくれた。会場には内外から
約60名の聴衆が訪れ、約2時間に及ぶ鼎談
は盛況に幕を閉じた。（担当講師：大松俊紀）

「ふたつの住宅論～篠原一男と私の住宅」展
 会期 2010年4月25日～29日　会場 桑沢デザイン研究所1階ホール　入場料 無料

入江経一 氏 鈴木 明 氏

夜間部2年生「エレメントデザインB」（p.84）のプログラ
ムの中で、小学生による作品講評会を行った。デザインに
は対象がある。今回の課題「ショウガッコウのイス」の場合
は小学校の子供達。であれば、講師達がカタチや機能性
を経験則から論じるより、実際に子供目線でダイレクトに
評価してもらう方が、使い手からの素直な解答が得られる
のではないか。事実、子供達に人気があったイスは、講師
の評価とは全く異なった。

「子供にえらばれるデザイン」
小学生による課題作品講評会

「大人が子供にとって相応しいと思っているもの」≠「子供が欲しているもの」
世の中には同様に捩れた関係のまま、思いこみでデザインされているモノが溢れている。アカデミックな範疇で答えを模索し
たところで、所詮は自己満足に過ぎない。デザインは生きているのだから。（担当講師：堀岡 勝）
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田井幹夫
たい・みきお

 ［非常勤講師］
住環境デザインC

1968年東京都生まれ、90〜91年石
原計画設計、92年横浜国立大学工学
部建設学科建築学コース卒、92〜93
年ベルラーへ・インスティテュート・アムス
テルダム、94〜99年内藤廣建築設計
事務所、99年〜アーキテクトカフェ・田
井幹夫建築設計事務所主宰。

柴田晃宏
しばた・あきひろ

 ［非常勤講師］
エレメントデザインC

ikmo代表。1968年生まれ。東京工業
大学大学院修了後、デザインシステム
勤務を経て、ikmo設立。法政大学非
常勤講師。主な作品に「カキノキノイエ」

「ケンジノイエ」「キチ001」など。

木下庸子
きのした・ようこ

 ［客員教授］
住環境デザイン3A

１９７７年スタンフォード大学卒業、８０年
ハーバード大学デザイン学部大学院修
了。８１年〜８４年内井昭蔵建築事務
所勤務、８７年設計組織ADH設立、20
０５〜０６年都市再生機構都市デザイン
チームチームリーダー、08年〜工学院
大学工学部教授。

北原摩留
きたはら・まる

 ［非常勤講師］
インテリアデザインA

K.I.D.アソシエイツ在籍。1973年東京
生まれ。慶應義塾大学大学院修了後、
シーラカンスアンドアソシエイツ、日建ス
ペースデザイン勤務のかたわら、フリー
ランスでデザイン活動を行う。2002年
より現職。主な作品に「Wakiya一笑美
茶樓」「トゥーランドット」など。

marrakish

大松俊紀
おおまつ・としき

 ［専任講師］
内田繁ゼミ
住環境デザイン2B
住環境デザインB
基礎デザイン（空間演出）など

1996年京都工芸繊維大学卒業。97
年ラウル・ブンショーテン／CHORA勤
務。96〜99年ベルラーヘ・インスティ
テュート・アムステルダム（98〜99年文
化庁芸術家在外派遣研修員）。2001
〜05年OMA ASIA-RAD。05年〜桑
沢デザイン研究所専任講師、大松俊紀
アトリエ。

Camo-cafe

遠藤幹子
えんどう・みきこ

 ［非常勤講師］
住環境デザイン2A

1971年東京生まれ。東京芸術大学美
術学部建築科卒業、同大学院修了。イ
ンテンショナリーズ勤務後、guesthouse
を共同設立。オランダに渡りBerlage 
Institute修了。スリランカを経て帰国、
2002年OfficeMikiko設立。住宅などの
建築設計、インテリアのほか、遊び場や広
場を手がけています。

Dancing Water

内田 繁
うちだ・しげる

 ［所長］
内田繁ゼミ
基礎デザイン（空間演出）
エレメントデザイン2A

1943年横浜生まれ。桑沢デザイン研究
所所長。毎日デザイン賞、芸術選奨文部
大臣賞等受賞。紫綬褒章受章。日本を
代表するデザイナーとして国際的評価を
受けるなか、世界各国での講演、国際コ
ンペティションの審査、展覧会、世界のデ
ザイナーの参加するデザイン企画のディ
レクションなど、つねにその活動が新しい
時代の潮流を刺激し続けている。

磯 達雄
いそ・たつお

 ［非常勤講師］
現代建築論
空間論

1988年名古屋大学卒業。88〜99年
日経アーキテクチュア編集部勤務後、
2000年独立。02年〜フリックスタジオ共
同主宰。2001年〜桑沢デザイン研究所
非常勤講師。2008年〜武蔵野美術大
学非常勤講師。

splash

浅野泰弘
あさの・やすひろ

 ［非常勤講師］
エレメントデザインA

プロダクトデザイナー。工学院大学建築
学科、桑沢デザイン研究所卒。（株）浅
野デザイン研究所設立後、渡伊。ミラノ・
ドムスアカデミー修士課程にてマスター
取得。富山プロダクトデザインコンペ大
賞、グッドデザイン賞他入賞歴多数。モ
ンゴルの遊牧民住居ゲルをミーティング
ルームにしている。

講師紹介
本誌に掲載している授業の担当講師を中心に紹介します。

昭和モダン建築巡礼

Wakiya ─笑美茶褸

NT

カキノキノイエ

甲府の家
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トコヤノイエ

Diesel Denim 
Gallery
撮影：T.Hiraga

fit

藤森泰司
ふじもり・たいじ

 ［非常勤講師］
エレメントデザイン3A

1967年埼玉県生まれ。91年東京造形大
学造形学部デザイン学科卒業後、家具デ
ザイナー大橋晃朗に師事。92年より長谷
川逸子・建築計画工房に勤務。99年藤森
泰司アトリエ設立。関東学院大学、桑沢デ
ザイン研究所、武蔵野美術大学、多摩美
術大学非常勤講師。家具デザインを中心
に据え、建築家とのコラボレーション、インテ
リア・プロダクトデザインの分野で活動中。

襟裳岬・風の館

藤原俊樹
ふじわら・としき

 ［専任講師］
藤原敬介ゼミ
インテリアデザイン2A
インテリアデザインC
基礎デザイン（空間演出）
空間構成など

藤原俊樹デザインスタジオ代表。武蔵
野美術大学大学院修了後、空間演
出デザイン学科研究室助手、空環計
画研究所勤務を経て現職。主な作品
に「トヨタ博物館」「東京都庁・都政情
報センター」「リビングデザインセンター
OZONE」「岩宿文化資料館」「襟裳
岬・風の館」など。

佐伯祐三アトリエ記念館

堀岡 勝
ほりおか・まさる

 ［非常勤講師］
エレメントデザインB

堀岡建築研究所代表。1969年生まれ。
東京藝術大学卒業後、ランドスケープデ
ザイン事務所、建築設計事務所勤務。ド
イツの家具職人学校主席卒業、ドイツ家
具職人資格取得。帰国後、家具工房勤
務等を経て独立。NPO法人グランド・デザ
イン・イニシアティブ理事。一級建築士。

比護結子
ひご・ゆうこ

 ［非常勤講師］
エレメントデザインC

ikmo所属。1972年生まれ。東京工業
大学大学院修了後、鈴木アトリエ勤務
を経て、ikmo共同設立。法政大学非
常勤講師。前橋工科大学非常勤講
師。主な作品に「コウエイシャシンカン」

「2B64リノベーション」「312ゴウシツ」
など。

長岡 勉
ながおか・べん

 ［非常勤講師］
エレメントデザイン2B

1970年東京生まれ。97年慶応義塾
大学大学院政策メディア研究科修了。
2001年point設立、代表。03年から
クリエイターの為のシェアオフィス“co-
lab”の共同運営。JCD2008年度金賞

（MUSVI）。

パラオ水上レストラン計画

中山定雄
なかやま・さだお

 ［非常勤講師］
インテリアデザインB

スペースカウボーイ代表。インテリアデ
ザイナー。１９６９年生まれ。多摩美術大
学卒業、ロンドンAAスクール留学、日建
スペースデザイン勤務を経て独立。主
な作品に「ミッドランドスクエア商環境」

「東急病院大岡山駅」など。最近はホ
テルや住宅、ストリートファニチャーなど
幅広く、海外でも活躍。

メルシーボークー大丸京都店

鳴川 肇
なるかわ・はじめ

 ［非常勤講師］
モデル

1994年JIA卒業設計競技金賞、96年
サロン・ド・プランタン賞、2001年ローマ
賞三等（Marion Regitko, Nophadon. 
C共同）。同年アーネム建築アカデミー
講師、VMX Architects、03年佐々木
睦朗構造計画研究所を経て、06年
NAL設立。メルシーボークー大丸京都
店でナショップライティングアワード入賞

（遠藤治郎＋住吉正文共同）他。

5PM in the SUMMER

藤原敬介
ふじわら・けいすけ

 ［非常勤講師］
藤原敬介ゼミ

1968年東京都生まれ。92年武蔵野
美術大学インテリアデザイン科卒業後、

（株）スタジオ80入社 内田繁に師事。
2000年ロン・アラッド・アソシエイツにてイ
ンターン。01年藤原敬介デザイン事務所
設立。01年〜武蔵野美術大学講師。04
年グッドデザインプレゼンテーション2004
アートディレクター。08年〜桑沢デザイン
研究所非常勤講師。

柱と床

福島加津也
ふくしま・かつや

 ［非常勤講師］
住環境デザインA

1990年武蔵工業大学建築学科卒業。
93年東京藝術大学大学院美術研究科
修了。94〜2002年伊東豊雄建築設計
事務所。03から福島加津也＋冨永祥子
建築設計事務所。主な受賞に、JIA新人
賞、American Wood Design Awards、
JID賞ビエンナーレインテリアスペース賞、
住宅建築賞金賞など。

南後由和
なんご・よしかず

 ［非常勤講師］
スペースメディア論3

1979年大阪府生まれ。東京大学大学
院学際情報学府博士課程を経て、東京
大学大学院情報学環助教。社会学、都
市・建築論。
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SN

渡辺真理
わたなべ・まこと

 ［客員教授］
住環境デザイン3A

１９７７年京都大学大学院修了、７９年
ハーバード大学デザイン学部大学院修
了。８１年〜８７年磯崎新アトリエ勤務、
８７年設計組織ADH設立、９６年より法
政大学教授。「集合住宅をユニットから考
える」（新建築社、2006年、共著木下庸
子）他著。

創和ユニット

渡邉健介
わたなべ・けんすけ

 ［非常勤講師］
住環境デザイン3A

1973年東京生まれ。東京大学工学部
建築学科卒業、同大学大学院修士課
程修了。フルブライト奨学生として渡米、
コロンビア大学建築学部大学院修士
課程終了。SHoP／Sharples Holden 
Pasquarelli、シーラカンスアンドアソシエ
イツ勤務後、2005年kwas／渡邉健介
建築設計事務所設立。

森川嘉一郎
もりかわ・かいちろう

 ［特別任用教授］
デザイン論

明治大学准教授。1971年生まれ。早
稲田大学大学院修了（建築学）。ヴェネ
チア・ビエンナーレ第9回国際建築展日
本館コミッショナーとして「おたく:人格=
空間=都市」展を制作（星雲賞）。著書に

『趣都の誕生』（幻冬舎、2003）など。

Root

水谷雅文
みずたに・まさふみ

 ［非常勤講師］
エレメントデザイン2A

多摩美術大学環境デザイン学科卒業。
株式会社スタジオ80入社。株式会社内
田デザイン研究所在籍。

「おたく: 人格 = 空間 = 都市」展

淺川 敏

安齋 哲

一ノ瀬 響

今村創平

稲垣留美

遠藤治郎

萩原 修

その他の非常勤教員リスト（五十音順）

小沢 剛

河﨑隆雄

岸 健太

北岡節男

小阪 淳

篠崎正弘

鈴木康則

高瀬磨理子

田中 優

玉井俊二

團 紀彦

外山信治

名児耶秀美

西村佳哲

長谷川 巌

光畑由佳

廣田美紀

淵上正幸

堀江 徹

堀越祐二

前川知子

松田 達

松本文夫

村角千亜

山口佳巳

山本有子
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あとがき

内田所長により、昼間部のカリキュラム
に大きな改革が行なわれた初めての年で
あった。具体的には、3年生にゼミ制が
導入され、1年生の専門授業の講師陣が
一新された。専任としても、うまく状況
が掴めないまま、バタバタと流れるように
過ぎ去った1年であった。カリキュラムと
しては大きな変更のない夜間部にも、授
業の内容に改革を吹き込みつつある。そ
の一つは、今回の桑スペには掲載でき
なかったが、田井先生、福島先生、鳴川
先生と共に、夜間1、2年生合同のレク
チャーシリーズを自発的に出発させたこ
とだ。音楽家、写真家、環境活動家など
様々な分野の講師を毎回招き、スペース
デザインと他分野を横断する議論の場を
持とうとしている。まだまだ改革は道半ば
である。（専任講師：大松俊紀）

 ［表紙］　

山口清純  ［Kukka］ p.38　






